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１．概要 

本製品は、一般財団法人全国危険物安全協会の評価を受けて合格した、地下タンク液相部の漏洩の有無を確認

することができる、液相部ペアリークテスタLLT-2200βです。 

試験を行う際、地下タンクの環境条件により試験方法が異なります。 

１．１ 地下タンク液相部の外壁が全面地下水に接触している場合 

図１-１の様に、地下タンク液相部の外壁が全面地下水に接触している場合、磁歪（じわい）式液面変位漏洩

検知法で試験を行います。 

この方法は、地下タンク気相部を規定の減圧値で減圧することにより貫通穴から地下水が流入し、流入した地 

下水により上昇する液面の変位量で漏洩を検知します。 

本製品では、「液相部高さ ＜ 地下水位」の設定条件となります。 

１．２ 地下タンクが地下水に接触していない場合 

地下タンクが地下水に接触していない場合、振動加速度式漏洩検知法で試験を行います。 

この方法は、貫通穴から発生する気泡の振動音の加速度値を検知します。 

本製品では、「地下水位 ＝ 0[㎜]」の設定条件となります。 

１．３ 地下タンクの外壁が一部地下水に接している場合でかつ地下水位が液相部高さより低い場合 

図１－２の様に、地下タンク液相部の外壁が一部地下水に接触している場合、磁歪式液面変位漏洩検知法と 

振動加速度式漏洩検知法の両方で試験を行います。 

本製品では、「液相部高さ ≧ 地下水位 かつ 地下水位 ＞ 0[㎜]」の設定条件となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 

液相部が全面地下水に接触している場合 
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地下タンクが地下水に接触していない場合 
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液相部が一部地下水に接触している場合 



２．製品構成 

 本製品は、製品本体、磁歪式変位センサー、加速度センサー、圧力監視圧力計器・真空発生器およびＴ型接続

管で構成されています。 

 装置本体は、地下タンクの環境条件毎に試験条件を選択します。また、各センサーから測定情報を受け取り、

その情報を元に試験結果および漏洩の有無を表示します。 

 磁歪式変位センサーは、地下タンク内の残液高さの変位を検出します。 

 加速度センサーは、地下タンク内の液相部で発生する漏洩気泡音（振動加速度）を検出します。 

 圧力監視圧力計は、地下タンク気相部を減圧するときに地下タンク内の気圧（減圧）値を表示します。 

 真空発生器は、地下タンク気相部を減圧するときに使用します。 

Ｔ型接続管は、通気管等タンク気相部接続配管と監視圧力計および真空発生器とを接続するのに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１－４ 真空発生器 写真１－５ デジタル圧力計 写真１－６ Ｔ型接続管 
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写真１－1 LLT2200β本体 

写真１－2 磁歪式変位計と保護ケース 

写真１－3  加速度変換器 



３．適用範囲 

３．１ 地下タンクの種類 

 本製品で適用できない地下タンクの構造条件を表３．１－１に示します。 

 

表３．１－１ 適用できない地下タンクの構造条件 

 地下タンクの構造条件 

不適用タンク 

・150kℓ以上のタンク 

・マンホール下の磁歪式変位計の取り付けソケット管径が 32A 未満のもの 

（オプション品は25A未満） 

・磁歪式変位計のフロートが液面に到達していないもの 

・設計耐圧（減圧）値が20kPa以下のもの 

・ＦＲＰタンク 

 

 

 

３．２ 適用液種 

 本製品で適用できる液種を、表３．２－１の「適合液種および不適合液種」に示します。 

 

表３．２－１ 適合液種および不適合液種 

 液 種 名 

適合 

・ガソリン、軽油、灯油、Ａ重油、廃油、アルコール類、 

ベンゼン、トルエン、アセトン等溶剤類 

・その他 比重が0.72～0.92未満でかつ動粘度が150mm2/S未満の液体 

※標準フロート比重：0.68 

（試験対象液の比重が0.72未満または0.92～1.00の場合はご相談ください。） 

不適合 

・グリセリン、その他 比重1.0以上の液体 

または動粘度が150mm2/S以上の液体 

・塩酸、硫酸等腐食性のある薬品 

※危険物、毒物、劇物等の取扱いについては、それぞれの関係法令に従ってください。 
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４．製品の名称と機能 

４．１ 本体 

本体における各操作パネルの説明をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．１－１ 前面パネル 

図４．１－１の前面パネルにおける①～⑥の説明をします。 

① 液晶パネル       : 本体の試験の設定・試験結果表示・測定データ表示・メンテナンス(各種設定) 

をします。 

② Bluetooth受信窓   : 内部に赤く表示するLEDランプが点灯します。オプションのタブレットを使用する場 

合、赤く点灯していれば通信中です。点滅していればタブレットはつながっていない 

           状態となります。（タブレットはオプション品となります。） 

③ 警報スピーカー   : 測定開始したりする際の、タイミング用の警報スピーカー穴です。 

④ センサー接続部    : 磁歪式変位計と加速度変換器が接続されます。最大４チャンネルに対応します。 

接続したチャンネルを自動で認識します。 

⑤ ＵＳＢポート   : ＵＳＢメモリのポートで、試験したデータが自動的に保存されます。 

また、残容量が液晶パネルに表示されます。 

⑥ 電源スイッチ   : 本体の電源スイッチです。電源のオンオフはいつでも行えます。 

パソコンのように内部ＣＰＵの遮断を待つ必要はありません。 

⑦ 音量つまみ    : 加速度変換器による漏れの音量を調整するボリュームです。 

⑧ イヤホーン端子  : 加速度変換器による漏れの音を聞くためのイヤホーン端子です。 

市販のミニ端子Φ3.5ミニステレオイヤホーンが使用できます。 

⑨ ヒューズホルダー  : ＡＣ１００Ｖ用のヒューズホルダーです。２Ａのヒューズが入っています。 

⑩ 電源インレット   : ＡＣ１００Ｖの３Ｐコネクタです。 

⑪ アース端子     : アース用の端子です。本器ご使用の場合はアースに落としてご使用ください。 

 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ ⑪ 
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４．２ 磁歪式変位センサー 

 磁歪式センサーは、地下タンク液相部の変位を検出します。 
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⑧ 

⑪ 

固定タイプ 

取外しタイプ 

⑩ 



磁歪式変位センサーにおける①～⑩の説明をします。 

 

① センサーヘッド 

 

② 継ぎ手配管取付け金具(20-32A ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ) 

 

③ 継ぎ手配管取付け金具(32A ﾕﾆｵﾝ上) 

 

④ センサーロッド【フロートがスムーズに動くために、常に真直ぐになっているべきです】 

ここを持って取付けると曲がります。取付け・取外しは必ずヘッドを持って行ってください。 

曲がりが大きいと既定の分解能を維持できませんので注意してください。 

曲がりが大きくなった場合は、修正を依頼してください。 

目安として、直角から左右に5㎝以上になったら修正が必要です。 

 

⑤ フロート(LLT-2071 / 2072 / 2073 / 2074) マグネットが内蔵されています。 

【比重と配管サイズにより使い分けます。標準のLLT-2070は比重0.70から 0.90で 32A以上の配管に

入ります】 

 

⑥ 基準マグネット【変位測定の基準点です】 

 

⑦ 脱落防止ストッパー【基準マグネット落下防止の部品です】 

 

⑧ フロート引上げガイド(LLT-2150)【引上げ時にセンサー本体をスムーズに引上げするためのガイドで

す】 

取外しタイプは、ガイドの樹脂に割れ目が入っており、磁歪式変位計を引き上げ

るときに挿入します。試験中は割れ目を使用して取り外しておきます。 

 

固定タイプは、試験を行うときはロッドの最上部に引き上げておき、⑪の固定金具を挟んで

おきます。 

試験が終了し、磁歪式変位計を引き上げるときに⑪の固定金具を取り外し、ガイドを落下さ

せます。 

落下させたままにすると、試験時にフロートが浮かずにエラーが出ますので注意してくださ

い。 

 

⑨ スプリング【フロート落下時の衝撃による破損防止に必要です】 

 

⑩ 延長配管【小さいタンクに取付けたとき、ロッドがタンク底に当たりセンサーを取り付けられない時に

使用してください。標準品ではありません。必要に応じて用意してください。参考:32A 1ｍ あるいは

32A 0.5ｍ 】 

 

⑪ フロート引き上げガイドの固定タイプを引き上げておき固定するための金具で

す。  ゆるくなると滑り落ちますので注意してください。ゆるい時は、押しつ

ぶして幅を狭めてください。 
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４．２．１ 使用上の注意 

① フロートについて：F,G,Wの刻印のある方を下にして取付けてください。 

 

 

② ストッパーや基準マグネットは記載された寸法を守って取り付けてください。下から 20mm 以下になるとフ

ロートを検知できなくなり、センサー異常が表示されます。(6ページの図の⑥⑦の取り付け寸法参照) 

 

 

 

③ ロッドを持って取付け・取外しを行うと、ロッドが曲がりフロートの動作が悪くなり、既定の分解能を維持

できません。センサー本体のタンクへの脱着の際は必ずヘッドを持って行ってください。 

(脚立に乗るなどしてスムーズに挿入する必要があるかもしれません) 

 

 

④ ロッドが曲がった場合は、メーカーに送り曲がり修正を依頼してください。下図のように±50ｍｍを参考に

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．３ 加速度センサー（加速度変換器） 

 加速度変換器の説明をします。 

加速度センサーは地下タンク液相部で漏洩により発生した漏洩気泡音を高感度で検出します。 

 取付けは吸引管等のドロップ配管の平らな箇所に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．３－１の加速度センサーにおける①～③の説明をします。 

① 加速度センサー本体  漏洩音の検出を行います。漏洩音を加速度振動に変換します。 

② 固定ビス   マグネットおよび加速度センサー取り付け金具用接続ネジ（Ｍ６） 

③ マグネット  液相部に接している配管(例えば吸引管)にマグネットを介して加速度変換器に漏洩信

号を伝えます。 

 

 

 

加速度変換器本体① 

マグネット③ 

固定ビス② 
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逆止弁の蓋の上 

フランジ面 

加速度変換器取付例 

刻 印 

±50ｍｍ以内 



４．４ 圧力監視用デジタル圧力計 

 デジタル圧力計は、地下タンク気相部減圧時の減圧状況を監視することができます。 

仕様:  Φ８０  デジタル ―１００～５００kPa圧力メーター(最小目盛０.１kPa)付き 

                     表示部：フル４桁ＬＣＤ 

                            電源：乾電池００６Ｐ  ＤＣ９Ｖ  重量:約１８０ｇ 

              精度：±０.２５％ＦＳ 

                            寸法：φ８０×厚み４８×高さ１５５ 

 

①  Ｔ型接続管の圧力計接続カプラにデジタル圧力計を取り付けてください。 

②  圧力計の電源を入れてください。      Powerキーを３秒間以上長押し、ONとします。 

 

③  デジタル値が０.０と表示していない場合は、強制ゼロにします。 

 

                   

 

 
 

④ 使用後はPowerキーを３秒間以上長押し、OFFとします。 

 

 

 

 

⑤ 試験圧力を記録したい場合、記録計接続カプラに弊社圧力レコーダーＰＲ－２０１６や  

タンクリークテスタＰＳＲ－５１０１に取り付けることができます。 

注意事項  本器を安全に使うためには次の事項を守ってください。 

圧力メーターは精密機器です。強い衝撃を加えたり、落下させると破損しますので注意してください。 

 

４．５ 真空発生器(マルチステージ真空発生器 LLT-2041B) 

この真空発生器は、タンク気相部の圧力を、液相部試験に必要な圧力まで減圧するために使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４－１ 真空発生装置（詳細） 

排気口 

エアー供給口 

減圧口 

逆止弁 

エアー供給口へ 
接地線 

 

吸い込み側コック 

T型接続管 

排気口 
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① エアー供給口にエアー供給ホースを接続してください。 

② 接地線をアースに接続してください。 

③ 通気管頭部に接続したＴ型接続管に減圧口を接続してください。 

④ 排気口を通気管の頭部にこのままの状態で設置しエアー開放します。 

⑤ エアー供給ホースの先端に窒素ガスよりエアー供給してください。 

      圧力は0.2MPa～0.6MPaまで徐々に昇圧してください。 

⑥ 減圧口には逆止弁が入っていますので、減圧したタンク内には空気が逆流しませんが、T型接続管の吸 

い込み側のコックを閉にしてください。 

注意：高蒸気圧危険物の減圧のためのエアー供給には、必ず窒素ガスを使用してください。 

        必ずアースを取ってください。アースはローリーアースに接続しますが、近くにない場合は、通気 

管に接続してもかまいません。 

排気ガスは、危険性の無い高所へ放出してください。 

 

真空発生器の仕様    

     吸込み量 メーカー仕様書より   

-5kPa -10kPa -20kPa 

225L/分 150L/分 125L/分 

     最大真空度:90%(-90kPa)   最大吸込量:18,500ℓ/時間   エアー消費量:105ℓ/分  

未吸着時騒音:55dB(A) 作動圧(供給):0.2～0.6MPa    

     40メッシュSUS金網:本体内部に取り付け済 

     重量:1.24㎏  寸法:長さ310×幅70×高さ170  アース線:10m (クリップ口10mm) 

       ポート  エアー供給口:20PM   真空吸込み口:400SM 

      真空発生器の原理 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項： 

上記仕様は単品の場合で、本付属品は入出力側に挿入した機器により上記性能以下の仕様となりますの

でご注意ください。 

供給圧力は０．2～0.6ＭＰａを保持してください。それ以下になりますと減圧できないことがあります。

またそれ以上の場合破損することがあります。 

減圧側の逆止弁やカプラをサイズダウンしないでください。吸い込み量が極端に低下します。 

 

４．６ Ｔ型接続管 

Ｔ型接続管は、地下タンク気相部を減圧するときに使用します。主管(大きいカプラ側)を通気管等気相部の 

ソケットに接続し、枝管を真空発生器と圧力監視盤に接続して使用します。 

 

減圧吸引口 

窒素供給口 
排気口 

排気エアーが次の段で圧縮エアーとして 
圧入され、吸込み量だけが増幅されます。 

排気エアー 排気エアー 排気エアー 

窒素 窒素 窒素 
窒素＋3倍の排気エアー 

枝管:大きいカプラ雄 
 日東工器400PM 

枝管:小さいカプラ雌 
 日東工器２０SM 

主管 サイズ:25A 
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５. 液相部ペアリークテスタＬＬＴ-２２００βの原理 

５．１ 試験を正しく行うために、『LLT-2200β液相部ペアリークテスタ』による液相部の漏れ試験の原理を理

解してください。 

本システムは、消防法の危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示第７４条１項第５号の「地下貯蔵 

タンク液相部等の漏れの点検方法」及び「地下貯蔵タンク液相部等の漏れの点検機器」として、財団法人全国危険 

物安全協会の性能評価に合格したもので、消防法でいう危険物施設のうち地下タンク貯蔵所、給油取扱所、一般取 

扱所の地下貯蔵タンク液相部の漏れの点検に「その他の方法」として適用されるものです。 

評価合格番号(全危協評第１０-３号)液相部の漏洩の有無を評価する方法として、危険物地下貯蔵タンクが地下水に 

接触している場合の「地下水浸入による液面変位測定による評価法」と、地下水位が低く地下タンクに接触してい 

ない場合の「振動加速度による気泡浸入漏洩評価法」があるが、この方法については、弊社は特許を取得している。 

以下にそれぞれの方法について説明します。 

 

５．２ 地下水浸入による液面変位測定による評価法 

本評価法はタンク内を規定の圧力で減圧し、一定時間内に生じた液面変化量(変位)により、漏洩の有無を評価する 

方法です。 

液相部に直径0.3mmの穴のある危険物貯蔵地下タンクを開口部密封後減圧し、時間毎に浸入してくる地下水の量 

を、二通りの減圧圧力値で検証した結果は表-1の通りです。   

地下貯蔵タンクの気相部の減圧には、上記減圧値に液相部の液面の水圧を加えた圧力で減圧することが必要であり、 

また地下水がある場合には更にその減圧値から地下水位による水圧を差引くことになります。例えば、地下水位が 

500mm、危険物が1000mmの時は、10kPaまたは15kPaで減圧することになります。(安全を考慮し危険物の比 

重を1.0としている。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．３ 地下水浸入による液面変位測定の適用 

地下タンクにはさまざまな容量のものがありますが、直径0.3mm以下の開口部のからの漏れを検知する精度を十 

分満たすために、浸水した水がタンク中間の最も変位量の少ない部分で液面にどれほどの液面変化をもたらすかを 

計算します。タンク容量別に分類すると表－２「タンク最大容量」項目のようになります。 

 計算した結果から、磁歪式変位計の分解能を十分に考慮し0.020mmになる変位量が得られる時間をまとめたもの 

が表－２です。この表が地下貯蔵タンク液相部の漏洩における評価判定基準となります。 

 

 

 

 

0 30 60 90 120 150 180 

経過時間 : 分 

φ ０．３ mm よりの漏れ量と時間の関係 

１０ kPa  
:5kPa  

漏
れ
量 

基本減圧値 

表―１ 
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５．４ 液面変位測定に磁歪式変位計を採用 

 変位上昇の限界値を 0.020mm 以下としますが、この小さい変位量を正確に検出するために、磁歪式変位計 

を用います。これは磁歪線に電流パルスを与えるとねじり歪が発生ます。このねじり現象は一種の機械振動 

であり、金属である磁歪線上を超音速で伝播します。この伝播時間を計測し、高分解能で液面変位を検知す 

ることにより、漏洩の有無を検知することができます。普通、磁歪式変位計等液面計は、温度の影響は無視 

することができませんが、特許取得の２マグネット法式により、温度による影響を排除しました。 

 

取付けは図―１のように設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．５ 磁歪式変位計を取付ける際の注意点(重要) 

磁歪式変位計フロートが液面に届いていない(充分に浮いていない)場合、初期液面の数値に変化がありま

せん。電源投入後、変位計をタンクに挿入し固定する前に、取付位置から 100㎜程度持ち上げ、更に上下さ

せ液面の数値に変化があることを確認した上で取付を完了して下さい。 

 

 

 

 

 

タンク最大容量 基本減圧値 

５kPa 

基本減圧値 

１０kPa 

０から３kℓまで １５分 １０分 

３kℓを超え５kℓまで ２０分 １５分 

５kℓを超え１０kℓまで ３０分 ２０分 

１０kℓを超え２０kℓまで ４５分 ３０分 

２０kℓを超え３０kℓまで ６０分 ４５分 

３０kℓを超え５０kℓまで ８０分 ５５分 

５０kℓを超え７０kℓまで ９５分 ６５分 

７０kℓを超え１２０kℓまで １３０分 ９５分 

１２０kℓを超え 

１５０kℓまで 

１６０分 １１５分 

表－２ 

液相部 

磁歪式変位計ﾌﾟﾛｰﾌﾞ 

フロート 

気相部 

地下水 

図－１ 
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５．６ 振動加速度による気泡浸入漏洩評価法 

本評価法は、地下タンク外壁が空気に接触している場合で、地下タンク内の危険物の残量を測定した後、 

その残量による水頭圧より更に低い圧力でタンク気相部を減圧し、漏洩孔から発生する気泡の破裂時に生じ 

る音響的振動を、タンク液相部に設置されている配管や磁歪式液面変位計の金属部を介して、タンク外部に 

取付けた振動加速度変換器で検知し、漏洩の有無を評価する方法です。φ0.3mm 以下の漏洩孔を検知する 

ことができます。 

本評価法は振動加速度変換器で検知する方法であり、振動加速度は振動周波数の２乗に比例した信号を取り 

出せます。また変換器本体をタンク外部に取付けることができるメリットがあり、この方法を採用しました。 

φ0.3ｍｍの開口部から気泡が発生した時の振動加速度信号は図－２の通りです。 

また、その時に生じる加速度信号の周波数スペクトルは図―３のようになります。 

周波数分析結果から、ダイナミックマイクロフォン等の水中マイクで振動速度信号を検知するより、加速度 

変換器により振動加速度信号を検知するほうが 2πｆ倍（ｆ＝5kHz の場合約 30,000 倍）の感度で検出で 

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吸込まれた気泡が危険物液面で破裂した時の振動は、空気中に比べて減衰の少ない、液中や金属でできた磁 

歪式液面計や吸引管などを介して伝播してくるので、磁歪式液面変位計頭部や吸引管先端にマグネットで加 

速度変換器を取付け、ヘッドホンモニターと信号強度により異常音の検知をおこないます。 

判定は、減圧していない気泡のない時と、減圧して気泡の発生が生じた時の信号レベルの比較によって行い、 

表－３の通り判定基準を設けてあります。 

 

 

 

 

 

６dBとは、加速度振動の信号が 2 倍になったときの対数表示です。 

例えば、気泡が生じていないときの加速度信号が１mV(1ミリボルト)【初期値という】減圧をして漏れ 

の穴から気泡が生じ、加速度信号が２mV(2ミリボルト)となった時、 

これを対数で表すと 20×log(2/1) →20×log2=20×0.301≒6dB(6デシベル) 

  実際の現場で漏れが生じたときには 10dB 以上の数値が生じます。 

 

 

 

 

 

初期値と減圧時の 

加速度レベル差 

判  定 

６ｄB まで 異常なし 

６ｄB 以上 異常有 

 

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟによる波形 

漏洩有 10kPa 距離 1..5m  BPF5kHz 

5
k
H

z 

FFT ｱﾅﾗｲｻﾞｰによる周波数分析 

図－3 

図－３ 図－２ 

表－３ 
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６．操作手順 

６．１ 基本操作手順 

本器を使用する場合は、以下の方法で設定や判定をしてください。 

尚、振動加速度試験による漏洩気泡音の有無は、必ずヘッドホンで聴音して確認してください。 

液面変位試験を行う場合は、本体に磁歪式変位センサーおよび加速度センサーの両方を使用チャンネ 

ルに接続してから試験を開始してください。 

振動加速度試験のみ行う場合は、振動加速度センサーみの接続してください。この場合、磁歪式変位セ 

ンサーの接続は必要ありません。 

６．１．１ 電源スイッチ投入で以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB メモリが接続されていない場合は、画面 1 に USB【メモリが接続されていません】が表示されます。 

接続している場合は表示されません。 

USB メモリがない場合でも、検査できます。その場合は、最終の検査結果は、内部メモリに一時的に保 

存されますので検査終了後、USBメモリに取り込んでください。 

使用するチャンネルに、磁歪式変位計と加速度変換器を接続してください。電源を投入する前に接続 

することが必要です。 

 

６．１．２ 【ＬＬＴ－２２００β】をタップすると【センサー接続画面】となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＬＴ-2200β液相部ペアリークテスター [Ｖｅｒ.1.000] 

ＰＲＥＸ Ｃｏ.ＬＴＤ 

ＬＬＴ－２２００β 

液相部ペアリークテスターＬＬＴ－２２００β(Ver1.000) 

使用チャンネルを選択してください 

   試験    液面      加速度 

   1＞ 使用   2085.695      -1.6 

確定 

 

初期画面 
PREX Company Ltd. 

メンテナンス 

USB メモリ空き領域 1.70GB 

画面 1 

画面 2 

センサー接続

画面 
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使用するチャンネルは、センサーを接続することにより自動認識されます。 前の画面 2 では、1CH に 

センサーが接続されました。 

 確定 をタップすると、【条件設定画面】となります。 

 

磁歪式変位計のフロートあるいはコードに異常がある場合は、液面の数値の箇所に Error が表示され

ます。画面には【変位センサが接続されていません。または、フロート位置を確認してください】が表

示されます。 

 加速度変換器が接続されていない場合は、【加速度センサが接続されていません】が表示されます。 

いずれの場合も、センサーを接続し電源を再投入してください。 

 

６．１．３ チャンネルの設定および試験 

 液種設定 液種切替 をタップします。   1ハイオク → 2レギュラー → 3軽油 → 

4灯油 → 6 A 重油 → 7廃油 → 8    → １ハイオク と切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.ハイオクや 2.ガソリンの場合、比重は自動的に 0.750となります。 

8   ではその他の液種が、手入力できます。 

カタカナ・ひらがな・英数がタップにより切り替わります。 

液種登録は画面 4液種入力画面からカナを最大１０文字入力することができます。 

英数入力の場合は、ＡＢＣ ａｂｃ をタップすることにより入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力が終わりましたら 確定 を押してください。      

ワ ラ ヤ マ ハ ナ タ サ カ ア 

ヲ リ ユ ミ ヒ ニ チ シ キ イ 

ン ル ヨ ム フ ヌ ツ ス ク ウ 

― レ 、 メ ヘ ネ テ セ ケ エ 

 ロ 。 モ ホ ノ ト ソ コ オ 

  

1ＣＨ  

液種  1.軽油 

比重入力        ★★★★★ 

タンク容量         10.000 ﾘｯﾄﾙ    

タンク液残高         1500mm    

地下水位            100mm    

基本減圧静置時間 30 分    

基本減圧値 Pb  5kPa       

 戻る   液種切替 

タンク容量 

液面高 

地下水位

高 

基本 

減圧値 Pb 

確定 

減圧値 19kPa     

19/08/12/13:30:12       

画面 3 
条件設定画面 

画面 4 
液種設定画面 
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液種入力 
アルコール 

ＡＢＣ  ａｂｃ   カナ       ｷｬﾝｾﾙ  確定 

゛  
。 
ア 



タンク容量設定 画面 3の タンク容量 をタップし、以下の画面に切り替えて、数字キーで 

容量を入力します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

     以下の設定も同様に、画面 3 から行います。 

     液面高設定    液面高  をタップします。数字キーで入力し、確定 してください。 

     地下水位設定  地下水位 をタップします。数字キーで入力し、確定 してください。 

     減圧値Ｐｂ設定 基本減圧値 Pb をタップします。タップごとに ５ ⇔１０ が切替わります。 

     基本減圧値Ｐｂとは、5ｋＰａで試験を行うとタンク底部に 5ｋＰａの圧力がかかり 

5ｋＰａの圧力で地下水をタンク内に引き込みます。（穴があれば地下水を引込みます。） 

同様に基本減圧値Ｐｂ:１０ｋＰａの場合は、タンク底部に 10ｋＰａの圧力かかかり、 

10ｋＰａの圧力で地下水を引込みます。（穴があれば水を引き込みます。） 

基本減圧値Ｐｂを 10ｋＰａに設定すると、漏洩穴があればより多量の地下水を引き込みます 

ので、試験時間は早くなります。 

基本減圧値を 10ｋＰａにした場合、設定の減圧値が 20ｋＰａを超えると試験不能になります。 

その場合は 5ｋＰａに設定してください。その場合減圧値が 20kPa 以下になれば試験を開始す

ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          この画面 6 で基本減圧値 Pbを 10kPaに変更すると、次の画面 7 になります。 

設定減圧値オーバーが表示されたら、設定減圧値が 20kPa以上になったことを意味し、試験の減 

圧の限界を超えましたので試験不能です。この場合、基本減圧値 Pb  をタップして減圧値 Pbを 

5kPaに戻してください。その時画面 6の画面となり、試験を続行できます。 

高蒸気圧の危険物は、圧力限界値が表示されます。減圧後その表示より減圧値が低くならないと 

いけません。 

タンク容量入力  

液 MAX:150000  10000 
Back 

ｷｬﾝｾﾙ 確定 

7   8   9   

4   3   6   

1   2   3   

0   

画面 5 
数値入力画面 

1ＣＨ  

液種  3.軽油 

比重入力        ★★★★★ 

タンク容量         10000 ﾘｯﾄﾙ    

タンク液残高         1500mm    

地下水位            100mm    

基本減圧静置時間 30 分    

基本減圧値 Pb  5kPa       

 戻る   液種切替 

タンク容量 

液面高 

地下水位

高 

基本 
減圧値 Pb 

確定 

減圧値 19kPa     

    

19/08/12/13:30:12       

画面 6 
数値入力完了の 
画面 (例) 
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      画面 6 で 確定 をタップします。画面 8 またはが表示されます。 

      周辺に大きな騒音が生じている場合には加速度 dbが大きく表示され、【初期加速度が大きい 
      ため予備試験で可聴確認してください。次画面へは[スタート]を押してください。】の表示が点滅 
      します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      [ACC事前]の表示が出ます。ACCとは acceleration の略で、加速度を意味します。 

      [ACC事前]とは、タンク気相部を減圧する前の加速度値です。この加速度値が基準となり、 

減圧して漏れが生じたときに発生する気泡の破裂によって生じる加速度値の変化と比較し 

ます。 

[ACC 事前]で測定した加速度値を 00.0dbとして、既定の圧力値に減圧した時の加速度値と比 

較します。 

イヤホーンを接続し加速度信号を可聴します。周辺に大きな騒音が常時生じている場合は、 

試験を続行できません。騒音が無くなったときに再度試験を行ってください。 

      加速度の数値が時々大きくなる場合は、この画面で スタート をタップします。 

      画面 9 に移行します。 

      【全 CH スタートは[スタート]を、各 CH スタートは CH を選択して[スタート]を押してください。】と左下の【1CH】 

【2CH】が点滅します。        

      チャンネル毎のスタートをする場合は、左下の点滅している【1CH】のスタートしたい CH 

をタップしてください。 

      全てのチャンネルのスタートはそのまま スタート をタップします。 

      次の画面 10に移行します。 

 
-17- 

ＣＨ  

初期加速度が大きいため予備試験で 

可聴確認してください。 

次画面へは[スタート]を押してください。 

CH 切替 

データ 

表示 

ﾌﾞｻﾞｰ有 

スタート 

ストップ 
19/08/12/13:30:12       

画面 8 
表示画面 (例) 

    液面値 mm  加速度 db  減圧値 kPa 
    

  
  

  
  

0000.000     12.5          19 

1＞ 

    

       
        

警告 

1CH            

1ＣＨ  

液種  3.軽油 

比重入力        ★★★★★ 

タンク容量         10000 ﾘｯﾄﾙ    

タンク液残高         1500mm    

地下水位            100mm    

設定減圧値オーバー    

 戻る   液種切替 

タンク容量 

液面高 

地下水位

高 

基本 
減圧値 Pb 

確定 

減圧値 Pb 10kPa     

    

19/08/12/13:30:12       

画面 7 
数値入力完了の 
画面 (例) 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 10 で液面の安定確認を行います。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       液面の安定確認は、磁歪式変位計がタンク内液相部に挿入されたときに、磁歪式変位計が温 

度になじむため、又その後液相の温度変化による膨張や収縮、液体の蒸発による液面変化が 

生じていないことを確認する重要な確認です。各 CHの窓に【確認開始】表示後、安定を確認 

するための残り時間が表示されます。安定していない場合は、時間は 1分毎に延長されます。 

安定確認中に 0.000 以外の数値が発生すると 0.000 の数値になるまで、画面 10 の最初の【残 

り 10 分】【残り 5分】の表示が 1分単位で延長し計測を続けます。 

安定確認が終了すると自動的に次の画面 11 に移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

ＣＨ  

CH を選択して[確定]を押してください。 

 

1CH            

CH 切替 

データ 

表示 

ﾌﾞｻﾞｰ有 

スタート 

ストップ 
19/08/12/13:30:12       

画面 11 
表示画面 (例) 

    
液面値 mm  加速度 db  減圧値 kPa 

    
  
  

  
  

0.000     -1.3         19 

 

1＞ 

        
        

確認終了   
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ＣＨ  

液面の安定確認中です。 

CH 切替 

データ 

表示 

ﾌﾞｻﾞｰ有 

スタート 

ストップ 
19/08/12/13:30:12       

画面 10 
表示画面 (例) 

    
液面値 mm  加速度 db  減圧値 kPa 

    
  
  

  
  

0.000     -1.2         19 1＞ 

        
        

残り 10 分   

1CH            

ＣＨ  

全 CH スタートは[スタート]を 

各 CH スタートは CH を選択して[スタート]を 

押してください。   

CH 切替 

データ 

表示 

ﾌﾞｻﾞｰ有 

スタート 

ストップ 
19/08/12/13:30:12       

画面 9 
表示画面 (例) 

    
液面値 mm  加速度 db  減圧値 kPa 

    
  
  

  
  

0000.000      00.0          16 1＞ 

        
        

1CH            



液面の状態が安定している場合、残り時間終了後、窓には【測定成功】表示ののち【確認終了】 

が表示されます。 

安定しない場合は、【液面変位が不安定な CHがあります。自動で監視を継続します。試験の 

中止は[ストップ]を押してください。】が点滅します。 

安定したら画面 11 に自動で移行します。 

     ここまでで、液面変位の事前安定確認が終了しました。この時のフロートの位置が液面変位 

の 0.000になります。この変位値から気相部を【減圧値 kPa】の数値まで減圧した後にどれだ 

け動いたかにより漏洩の判定を行います。(今回の場合 19kPa) 

 

画面 11 において、CHを選択し 確定 します。(選択すると 1CH 確認終了が反転します) 

加速度の事前測定が成功すると、窓には【測定成功】と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

     画面 12 において、CHを選択し 確定 します。(選択すると 1CH 確認終了が反転します。) 

     この段階で、各チャンネルを既定の減圧値まで減圧を開始してください。 

     タンク気相部の減圧を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＨ  

減圧を開始してください。 

設定の減圧値に到達したら 

CH を選択して[確定]を押してください。 

1CH           

CH 切替 

データ 
  表示 

ﾌﾞｻﾞｰ有 

スタート   

ストップ 
19/08/12/13:30:12       

画面 13 
表示画面 (例) 

    
液面値 mm  加速度 db  減圧値 kPa 

    
  
  

  
  

0.000      00.0         19 1＞ 

        
        

減圧待ち 

ＣＨ  

事前測定が成功しました。 

CH を選択して[確定]で次へ進みます。 

CH を選択して[スタート]で再測定をします。 

CH 切替 

データ 

表示 

ﾌﾞｻﾞｰ有 

1CH            

    
液面値 mm  加速度 db  減圧値 kPa 

    
  
  

  
  

0.000      00.1        19 1＞ 

画面 12 
表示画面 (例) 

スタート   確定 

         

ストップ 
        

測定成功    

19/08/12/13:30:12       
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          [ACC待ち]は、設定の減圧値に達した時に加速度測定をすることを待っている状態です。 

既定の減圧値まで減圧が完了した場合、CH切替 で画面を画面 15 に切り替えてください。 

     [ACC事前]で測定した加速度値を 00.0db として、既定の圧力値に減圧した時の加速度値と比 

較します。『規定値は 6.0db』です。例えば、6.1dbは異常有です。 

タンクに漏洩穴が開き、減圧によって気泡が入ってくると、天ぷらを揚げるような 

【プチプチ】という連続音が生じます。その時は、気泡音有 をタップしてください。 

加速度の最大値を測定し、表示され漏洩有となります。 

漏洩音が聞こえない場合は、気泡音無 をタップしてください。加速度の最小値を測定し、 

表示され漏洩無となります。この画面は 1分間放置すると前の画面 14に戻ります。 

戻った場合は再度繰り返してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面 16 にて【ACC 待ち】が【ACC測定】となったら、以下の画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで加速度測定が終了しました。【確定】をタップします。 

      
  

ＣＨ  

タンク容量 10000 リットル 

タンク残高 1500mm 事前測定 0.000 

地下水位  100mm 前回区分 0.000 

残時間       基本減圧値静置時間 30

分 

減圧値 19kPa  

気泡音有の場合は[気泡音有]を押してください。 

気泡音無の場合は[気泡音無]を押してください。 

 

CH 切替 

気泡音有 

気泡音無 

1CH            

  
    

  
  

0.000      00.0          1＞ 

画面 15 
表示画面 (例) 

スタート 

  ACC 待ち   

    ストップ   

19/08/12/13:30:12       

  
液面値 mm  加速度 db   

確定 

      
  

ＣＨ  

タンク容量 10000 リットル 

タンク残高 1000mm 事前測定 0.000 

地下水位  100mm 前回区分 0.000 

残時間       基本減圧値静置時間 20 分 

減圧値 19kPa  

 

加速度は 0.0[dB]です。【確定】を押してください。 

再測定の場合,気泡音有/無を選択してください。 

 

CH 切替 

1CH            

  
    

  
  

0.000      00.0       1＞ 

画面 16 
表示画面 (例) 

スタート 

  測定成功  
   

ストップ 
  

19/08/12/13:30:12       

  
液面値 mm  加速度 db   

確定 

気泡音有 

再測定 

気泡音無 

再測定 

ＣＨ  

減圧を開始してください。 

試験地下タンクの減圧が完了した場合、 

[CH 切替]で画面を切り替えてください。 

1CH           

CH 切替 

データ 
  表示 

ﾌﾞｻﾞｰ有 

スタート   

ストップ 
19/08/12/13:30:12       

画面 14 
表示画面 (例) 

    
液面値 mm  加速度 db  減圧値 kPa 

    
  
  

  
  

0.000      00.0        19 1＞ 

        
        

ACC 待ち 
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ここから磁歪式変位計による液面測定が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタート をタップしてください。 

今回の場合、タンクの気相部が既定の 19kPa で減圧されましたので、残り 30分間で 

タンクの漏洩個所から引き込まれる地下水の変化を、磁歪式変位計で検知します。 

この間、設定の圧力が低下しないか確認が必要です。 

特に蒸気圧の高い液体の場合は、表示されている限界値を割らないか監視してください。 

限界値を割り込んだ場合は試験を終了し、気相部に漏れがないか確認してください。 

常温で蒸気圧の高い液種の場合は、事前液面安定のための測定が始まります。 

通常の液種の場合は、本試験が始まります。(基本減圧静置時間といいます) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常温で蒸気圧の高い液種の場合は、事前液面安定のための測定が始まります。 

通常の液種の場合は、本試験が始まります。(基本減圧静置時間といいます。) 
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ＣＨ  

液面事前測定を開始するには 

[スタート]を押してください。 

圧力を監視してください。 

CH 切替 

1CH            

  
  

0.000       00.2         19 1＞ 

画面 17 
表示画面 (例) 

スタート 

  スタート待ち 

   ストップ   

19/08/12/13:30:12       

  
液面値 mm    加速度 db   :減圧値 kPa 

  
    
   

  
 

データ 
 表示 

ブザー無 

      
  

ＣＨ  

圧力を監視してください。 

CH 切替 

1CH            

  
  

0.000        00.2         19 1＞ 

画面 18 
表示画面 (例) 

スタート 

  残 30 分 

   ストップ   

19/08/12/13:30:12       

  
液面値 mm    加速度 db   :減圧値 kPa 

  
    
   

  
 

データ 
 表示 

ブザー無 



 

データ表示 をタップすると 1分ごとの液面変位と加速度値が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ をタップすると時系列の液面変位グラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CH 切替 をタップすると全チャンネル→1CH→2CH→3CH→4CH→全チャンネルと切り替わります。 

[測定画面]に戻ると画面 21 になります。 

測定が終了すれば右下(例、98121330)のデータ保存番号が確定し、USB メモリに保存されます。 

USBメモリに保存された場合、画面右下に【保存 OK】と表示されます。(画面 21,画面 22) 

 

番号の意味は試験終了の 2019年 8月 12日 13時 30 分の意味です。 

10月の場合は X  11 月が Y  12月が Zで表示されます。 

(例:9Y101310→2019 年 11月 10日 13 時 10 分) 

 

画面 21 は、そのままの状態では 1分後に画面 22 となります。 

 

 

 

 

画面 19 
表示画面 (例) 

データ画面 

画面 20 
表示画面 (例) 

グラフ画面 

単位:上段 mm 下段 dB       

      

      

      

      

      

      

      

      

  

１CH   ２CH   ３CH     ４CH 

 

グラフ 

測定画面 

2019.08.12  13:31    液面    0.000 
                 加速度    －0.2 

前画面 

次画面 

測定結果 

-0.100 
mm 

ＬＬＴ-2200βＶｅｒ1.000  All CH 

-22- 

2019.08.12  13:32    液面    0.000 
                 加速度    －0.0 

2019.08.12  13:33    液面    0.000 
                 加速度    －0.0 

2019.08.12  13:34    液面    0.000 
                 加速度    －0.3 

2019.08.12  13:35    液面    0.000 
                 加速度    －0.2 

2019.08.12  13:36    液面    0.000 
                 加速度    －0.0 

2019.08.12  13:37    液面    0.000 
                 加速度    －0.0 

0.100 

CH 切替 0.050 

デジタル 

-0.050 

1CH  2CH  

測定画面 0.000 

分 

前画面 

次画面 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての試験が終了しましたので ストップ をタップします。 

画面 23 となります。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい  をタップしてください。 

これまでのデータは USBメモリに保存されました。 

 いいえ  をタップすると前の画面に戻ります。 
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ＣＨ  

タンク容量  10000 リットル 

タンク残高 1000mm  事前測定 0.000 

地下水位   100mm  前回区分 0.000 

残時間 00:15:15  基本減圧静置時間 

減圧値 19 kPa 

判定 液面変位:異常なし 

    加速度:以上なし 

 

CH 切替 

1CH            

  
  

0.000        00.3       1＞ 

画面 21 
表示画面 (例) 

  終了 

   
ストップ 

  19/08/12/13:30:12                98121330     保存 OK 

  
液面値 mm    加速度 db    

  
    
   

データ 
表示 

ブザー無 

USB へ 
保存 

19/08/12/13:30:12                98121330      保存 OK 

      
  

ＣＨ  
CH 切替 

1CH            

  
  

0.000      00.2         19 1＞ 

画面 22 
表示画面 (例) 

  終了 
   ストップ   

  
液面値 mm    加速度 db   :減圧値 kPa 

  
    
   

  
 

データ 
表示 

ブザー無 

測定データはクリアされます、よろしいですか? 

画面 23 
表示画面 (例) 

はい いいえ 

USB へ 
保存 



試験終了時に USB メモリが挿入されていなかった場合、画面 24 のメッセージが表示されます。 

データを内部メモリへ一時保存することができます。 

内部メモリに一時保存できるデータは、最大５０件までです。 

内部メモリに一時保存したデータは、メンテナンス画面にて USBメモリへ保存することができ 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜液面変位測定中に、液面が 0.025ｍｍ以上上昇した場合＞  

 CH切替 で画面を切り替え、画面 25 で液面測定をそのまま 継続 するか 再測定 する 

か、異常ありとして試験を 終了 するかを選択します。 

 

 継続  → 液面変位の数値はそのままで、測定を続けます。 

 再測定 → 液面変位の数値を 0.000ｍｍにリセットし、測定し直します。 

 終了  → 液面変位測定を異常ありとして、試験を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 終了 を選択すると、USBメモリにデータが保存され、画面右下にデータ番号と【保存 OK】 

 が表示されます。 
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ＣＨ  

タンク容量 10000 リットル 

タンク残高 1500mm 事前測定 0.000 

地下水位  100mm 前回区分 0.000 

残時間       基本減圧値静置時間 30 分 

減圧値 19kPa  

気泡音有の場合は[気泡音有]を押してください。 

気泡音無の場合は[気泡音無]を押してください。 

 

CH 切替 

1CH            

  
    

  
  

0.000      00.0          1＞ 

画面 24 
表示画面 (例) 

スタート 

   終了   

   
ストップ 

  

19/08/12/13:30:12       

  
液面値 mm  加速度 db   

確定 

書込異常！ 

データを内部メモリへ一時保存します。 

最大５０データ保存できます。 

メンテナンス画面より USB メモリへ復元してください！ 

ｷｬﾝｾﾙ 実行 

      
  

ＣＨ  

タンク容量 10000 リットル 

タンク残高 1500mm 事前測定 0.000 

地下水位  100mm 前回区分 0.000 

残時間 00:06:00  基本減圧値静置時間 30

分 

減圧値 19kPa  

判定 液面変位：異常あり 

[継続]、[再測定]或いは[終了]を選択してください 

 

CH 切替 

継続 

再測定 

1CH            

  
    

  
  

0.030      00.0          1＞ 

画面 25 
表示画面 (例) 

スタート 

  異常あり   

    ストップ   

19/08/12/13:30:12       

  
液面値 mm  加速度 db   

確定 

終了 



＜液面変位測定終了時に、液面が 0.005ｍｍ以上、0.020 以下上昇している場合＞ 

 CH 切替 で画面を切り替え、画面 26 で液面測定を 延長 するか、異常なしとして試験を 終了 

するかを選択します。 

 

 延長 → 液面変位の数値はそのままで、延長して測定を続けます。 

 終了 → 液面変位測定を異常なしとして、試験を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 終了 を選択すると、USB メモリにデータが保存され、画面右下にデータ番号と【保存 OK】 

 が表示されます。 

 

 

 

 

６．１．４ 液相部と気相部を同時に検査できる方法 

以下の条件が成立すると、液相部と気相部が同時に試験でき、試験時間の短縮になります。 

1.地下水と液面高さから計算する、減圧値が-10kPa 以下になる場合。 

2.この時には、気相部-10kPa の微減圧法で試験できます。 

3.上記条件を満たすためには、例えば(液面高さ-地下水位)≦500mm となることです。 

この時もし上記計算値が 500mmとすると計算結果は 5.0kPa となり、基本減圧値 Pbの 5kPa を加え 

ると気相部を-10kPa の圧力にすることができます。 

基本減圧値を 10kPa にした場合は、10＋5=15kPaとなってしまい、微減圧の-10kPa超えてしまい 

条件を満たすことはできなくなります。 
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ＣＨ  

タンク容量 10000 リットル 

タンク残高 1500mm 事前測定 0.000 

地下水位  100mm 前回区分 0.000 

残時間 00:00:00  基本減圧値静置時間 30

分 

減圧値 19kPa  

基本静置時間終了 

延長開始：[延長]  終了：[終了] 

 

CH 切替 

延長 

 

終了 

 

1CH            

  
    

  
  

0.010      00.0          1＞ 

画面 26 
表示画面 (例) 

スタート 

  指示待ち   

    ストップ   

19/08/12/13:30:12       

  
液面値 mm  加速度 db   

確定 



６．２ 液相部リークテスト結果 

６．２．１ 本製品では、試験終了時に液相部リークテスト結果を自動でＵＳＢメモリに保存します。 

試験結果を保存したＵＳＢメモリからパソコンを介してプリントします。 

試験結果名は、８桁の数字またはＸ，Ｙ，Ｚのアルファベットで表示されます。 

試験結果名は 

 

 

 

の条件で、自動的に付けられます。(年は西暦年の下 2桁表示です。) 

 

６．２．２ 試験中のデータの保存 

試験終了後は以下のデジタル表示およびグラフ表示を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル値の場合はＡ４用紙に縦方向で表示します。 

表示が長い場合は、ページが増えます。 

液面変化グラフは１試験ことにＡ４用紙１枚に表示されます。１００分を超える場合は、横軸が縮小 

されます。 

 グラフはカラー表示です。印刷の場合は、カラープリンターを使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０20１０0１１315 

年 月* 日 時 分 
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＊) Ｘ：10 月 Ｙ：11 月 Z：12 月 

      

      

      

      

      

      

      

      

  

2019.08.12  13:31    液面    0.000 
                 加速度    －0.2 

2019.08.12  13:32    液面    0.000 
                 加速度    －0.0 

2019.08.12  13:33    液面    0.000 
                 加速度    －0.0 

0.100 

CH 切替 0.050 

デジタル 

-0.050 

1CH  2CH  

測定画面 0.000 

分 

前画面 

次画面 
-0.100 

ＬＬＴ-2200βＶｅｒ1.000  All CH 

2019.08.12  13:34    液面    0.000 
                 加速度    －0.3 

2019.08.12  13:35    液面    0.000 
                 加速度    －0.2 

2019.08.12  13:36    液面    0.000 
                 加速度    －0.0 

2019.08.12  13:37    液面    0.000 
                 加速度    －0.0 

グラフ 

測定画面 

前画面 

次画面 

測定結果 

単位：上段ｍｍ 下段：dB 



６．２．３ LLT-2200β 地下タンク液相部リークテスト結果 

  以下の結果は、客先への報告書に必ず添付してください。 

  以下の【LLT-2200β 地下タンク液相部リークテスト結果】表を印刷し、報告書に添えます。 

１試験につき１枚必要です。 

試験終了後、画面上で試験結果を確認したい場合、データ表示 画面にある 測定結果 をタップして 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

LLT-2200β 地下タンク液相部リークテスト結果 Ver.1.00 

 

  

 

CH-1  液種:ハイオク           試験日:2019.08.18  14:12 

  

 

地下タンク容量:  10,000 ﾘｯﾄﾙ 

液残高:            678mm       地下水:        90mm 

基準減圧値 Pb:      10kPa        減圧前液面安定確認時間:10 分 

設定減圧値:         18kPa        基本静置時間:   15分 

許容変位量:        +0.020mm     許容加速度:     +6.0dB 

 

 
事前測定:  

液面変位:  0.010mm                加速度 6.0dB 

 
減圧静置時間後測定  

液面: －0.010mm                加速度 0.0dB 

 
判定  

液相部液面変位      異常なし 

液相部加速度       異常なし 

 

備考 

 常温で蒸気圧の高い液種のため、減圧後に液面安定確認実施 
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７ 本体の各種設定 

７．１ 時刻設定 

ＬＣＤ表示部に表示する時刻を修正することができます。時刻の修正は以下の手順で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＣＤ表示部の電源スイッチ投入後の初期表示のメンテナンスをタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻設定 をタップします。同時にその時の時刻が上記のように表示されます。 

時刻設定 をタップします。表示された時刻が確定されます。 

 

７．２ 音量設定 

 センサー接続にエラーが生じたときに警報を発します。４以下には設定できません。 

 警報音の音量調整をこの画面から行います。 

音量 をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     をタップして、画面の音量調整をし、確定 します。 

 

ＰＲＥＸ Ｃｏ.ＬＴＤ 

ＬＬＴ－２２００β 

ＬＬＴ-2200β [Ｖｅｒ.1.000] 

メンテナンス 

メンテナンス画面       Flash bank1 

時刻を入力し、「時刻設定」ボタンで確定 

19 年 08 月 ０１日 １６時 ２４分 00 秒 
時刻設定 

データ復元 明るさ 音 量 ﾀﾌﾞﾚｯﾄ使用 
 

ログ表示 戻る 

再測定回数 

メンテナンス画面       Flash bank1 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ使用 

時刻設定 

データ復元 明るさ 音 量  

ログ表示 

音量 

10 

 

 再測定回数 

戻る 
確 定 
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７．３ 明るさ設定 

画面の明るさを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンテナンス画面で 明るさ をタップします。 

をタップして、明るさ％を調整し、確定 します 

 

７．４ 再測定回数の設定 

 加速度および変位の測定値変化が大きい場合、「測定失敗」が頻発します。そのため操作が繁雑になり 

ます。 

そこで、操作の繁雑を緩和するため、「測定失敗」が発生した場合は自動で再測定を行います。 

再測定の回数を任意に設定することができます。出荷時は３回に設定されています。 

再測定回数の設定は、メンテナンス画面の 再測定回数 をタップし、再測定設定画面とします。 

 

７．４．１ 変位及び加速度の再測定回数 

 設定する 回数の窓 をタップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定したい回数をタップした後 確定 し、    で設定してください。 

任意の回数を登録できます。標準（出荷時）は３回となっています。 

 

 

 

 

 

 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ使用 

メンテナンス画面       Flash bank1 

 
時刻設定 

データ復元 明るさ 音 量 
 

ログ表示 戻る 

明るさ 

40％ 

確 定  

 

 

再測定回数 

再測定設定画面        

 
再測定の回数をタップしてください。標準は３回です。 

最大 8 回まで再測定を繰り返します。 

確 定 戻る 

 

 

変位測定 3 回 3 回 3 回 3 回 

加速度測定 3 回 3 回 3 回 3 回 

1CH 2CH 3CH 4CH 
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８. 本体システムプログラムのバージョン表示 

本体システムプログラムのバージョンを初期画面に表示します。 

表示画面の左上にＬＬＴ-2200β [Ｖｅｒ.1.00]と表示されます。 

 

 

９. 試験の中止 

 試験を途中で中止したい場合、全ての CHを中止する場合は 測定画面 で、特定の CHのみ中止した 

  い場合は 各 CH 画面 を表示しているときに ストップ をタップしてください。 

以下の画面ように、CHごとに中止を決定するかの選択画面が表示されます。中止する場合は はい  

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

CH1 測定を中断していいですか？ 

はい 

 

-30- 

いいえ 

 



10. 試験条件の算定 

地下タンク減圧後静置時間は、表 10.1～表 10.3 の「地下タンク減圧後静置時間」の内容で自動設定しま

す。 

ここで、基準減圧値 Pb とは、地下タンク液相最深部で 5[kPa]または 10[kPa]の負圧がかかっている状態

のことをいいます。設定減圧値とは、基準減圧値 Pb に地下タンク残液分の圧力を相殺するために必要な減

圧値を加算した値です。但し、安全性を考慮して地下タンク残液の比重を 1.0 で計算しています。 

また、地下タンクの貯蔵液が「常温で蒸気圧の高い危険物（液種）」の場合、設定減圧値は貯蔵液の蒸発

による圧力低下を考慮し、通常より 2[kPa]高い値となります。 

 

表 10.1は「タンク液残高 ≧ 地下水位 かつ（タンク液残高 － 地下水位）≦ 1500[㎜]*10.2 かつ 

地下水位 ＞ 0[㎜]」の時の試験条件です。図 10.１をご参照ください。この場合、変位測定および加

速度測定を行います。 

設定減圧値は、基準減圧値 Pbにタンク内の残液高さおよび地下水位の条件を考慮した値を表示しま

す。 

●計算式 

設定減圧値[kPa] ＝（タンク残液高さ[㎜] － 地下水位[㎜]）÷ 100 ＋ 基準減圧値 Pb[kPa] 

例えば、貯蔵液が灯油でタンク容量が5000[ ]、タンク内の残液高さが1000[㎜]、地下水位が100[㎜]

の場合、設定減圧値は 14[kPa]となります。 

但し、地下タンク保護のため設定減圧値の最大は 20[kPa]までとし 20[kPa]を超える減圧値条件での

試験は行えません。 

 

表 10.2は「タンク液残高＜地下水位 かつ（地下水位－タンク液残高）≦ 1500[㎜]*10.2」時の試験条

件です。図 10.2をご参照ください。この場合、変位測定のみを行います。 

設定減圧値は基準減圧値 Pbと同じになります。 

地下水位とタンク液残高との差によって生じる地下タンクへの加圧力と設定減圧値との合計が

20[kPa]以下の場合に、試験を行うことができます。 

●試験条件判定式 

20[kPa] ≧ （地下水位[㎜] － タンク液残高[㎜]）÷ 100 ＋ 設定減圧値[kPa] 

例えば、タンク容量が 10000[ ]、タンク内の残液高さが 500[㎜]、地下水位が 1600[㎜]で設定減圧

値（基準減圧値 Pb）を 5[kPa]とした場合は試験を行うことはできますが、設定減圧値（基準減圧値 Pb）

を 10[kPa]とした場合は試験を行うことはできません。（10[kPa]に変更する操作はできません。） 

また、「（地下水位 － タンク液残高）＞ 1500[㎜]*10.2」の場合も試験を行うことはできません。 

*10.2）地下タンク貯蔵液が「常温で蒸気圧の高い危険物（液種）」の場合は 1300[㎜]となります。 
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表 10.3は「地下水位 ＝ 0[㎜] かつ 1500[㎜] ≧ タンク液残高」時の試験条件です。図 10.3をご

参照ください。この場合、加速度測定のみを行います。液面変位測定は行いませんので静置時間をとる

必要はありません。ただし、加速度測定は地下タンク減圧後５分間静観した後に行ってください。 

設定減圧値は、基準減圧値 Pbにタンク内の残液高さを考慮した値を表示します。この場合、常温で

蒸気圧の高い液種の基準減圧値 Pb は 7[kPa]となり、常温で蒸気圧の高い液種以外の基準減圧値 Pb は

5[kPa]となります。 

●計算式 

設定減圧値 ＝ タンク残液高さ[㎜] ÷ 100 ＋ 基準減圧値 Pb 

また、タンク液残高が 1500[㎜]*10.2を超える場合は、測定を行うことはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-32- 
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図 10.1 「表 10.1」の試験条件 
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図 10.2 「表 10.2」の試験条件 
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図 10.3 「表 10.3」の試験条件 
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表 10.1 「タンク液残高 ≧ 地下水位 かつ （タンク液残高 － 地下水位）≦ 1500 [㎜]*10.2 かつ 

地下水位 ＞ 0[㎜]」時の地下タンク減圧後静置時間          単位：[分] 

 タンク容量 

 [ ] 

基準減圧値 Pb[kPa] 

0 

～ 

3000 

3001 

～ 

5000 

5001 

～ 

10000 

10001 

～ 

20000 

20001 

～ 

30000 

30001 

～ 

50000 

50001 

～ 

70000 

70001 

～ 

120000 

120001 

～ 

150000 

5(7) 

基本 15 20 30 45 60 80 95 130 160 

延長 3～24 4～32 6～48 9～72 12～96 16～128 19～152 26～208 32～256 

10(12) 

基本 10 15 20 30 45 55 65 95 115 

延長 2～16 3～24 4～32 6～48 9～72 11～88 13～104 19～152 23～184 

※（）内は、常温で蒸気圧の高い液種対する数値です。 

※設定減圧値が 20[kPa]を超える場合、変位測定を行うことはできません。その旨のメッセージを LCD に表

示します。 

 

表 10.2 「タンク液残高 ＜ 地下水位 かつ （地下水位 － タンク液残高）≦ 1500 [㎜]*10.2」時 

の地下タンク減圧後静置時間                     単位：[分] 

 タンク容量 

 [ ] 

設定減圧値[kPa] 

0 

～ 

3000 

3001 

～ 

5000 

5001 

～ 

10000 

10001 

～ 

20000 

20001 

～ 

30000 

30001 

～ 

50000 

50001 

～ 

70000 

70001 

～ 

120000 

120001 

～ 

150000 

5(7) 

基本 15 20 30 45 60 80 95 130 160 

延長 3～24 4～32 6～48 9～72 12～96 16～128 19～152 26～208 32～256 

10(12) 

基本 10 15 20 30 45 55 65 95 115 

延長 2～16 3～24 4～32 6～48 9～72 11～88 13～104 19～152 23～184 

※（）内は、常温で蒸気圧の高い液種対する数値です。 

※「地下水位 － タンク液残高」が 1000[㎜]（常温で蒸気圧の高い液種の場合は 800[㎜]）を超える場合、設

定減圧値 10[kPa]で変位測定を行うことはできません。その旨のメッセージを LCD に表示します。 

 

 

表 10.3 「地下水位 ＝ 0[㎜] かつ 1500[㎜]*10.2 ≧ タンク液残高」時 

の地下タンク減圧後静置時間              単位：[分] 

 タンク容量 

 [ ] 

基準減圧値 Pb[kPa] 

0 

～ 

3000 

3001 

～ 

5000 

5001 

～ 

10000 

10001 

～ 

20000 

20001 

～ 

30000 

30001 

～ 

50000 

50001 

～ 

70000 

70001 

～ 

120000 

120001 

～ 

150000 

5(7) 地下タンク減圧後５分以上監視した後に測定を行ってください。 

※（）内は、常温で蒸気圧の高い液種対する数値です。 

※タンク液残高が 1500[㎜]を超える場合、加速度測定を行うことはできません。その旨のメッセージを LCD

に表示します。 

 

 

備考 ・地下タンク減圧後基本静置時間中に液面が上昇した場合、静置時間の延長を自動で行います。 

・減圧後静置時間中に液面変位が 0.020 ㎜を超えた場合、「異常あり」と判定し試験を終了します。 
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10.4 貯蔵液の温度変化による液面変位の安定確認 

 一般的に液体は、温度が変化すると体積も多少変化します。つまり、地下タンク内の貯蔵液の温度が変化

することにより、貯蔵液の液面の高さも変化します。 

そこで、液面変位測定の前に著しい液体温度の変化が無いことを確認する必要があります。 

 この装置では、地下タンクの減圧前に、液面が安定しているかの確認をすべての液種に対して行っていま

す。 

 

10.4.1 地下タンク減圧前液面安定確認 

 液面変位を測定する磁歪式液面変位センサーの測定分解能（測定できる最小単位）は 0.005 ㎜です。 

 地下タンク内の貯蔵液が温度の変化により 0.005 ㎜変化するまでの時間は、温度の変化量によって異な

りますが、タンクの形状によっても異なります。そこで、一般的な地下タンク液相部の温度変化を条件に、

液面変位が 0.005 ㎜変化するために必要な時間を、地下タンクの容量別に算定しました。 

この装置には、算定した時間をもとに液体の著しい温度（液面高さ）変化が無いことを確認する機能を

備えています。この機能を「減圧前液面安定確認」といいます。その液面安定確認のために必要な最短時

間を表 10.4.1 に示します。 

 液面が安定していない場合は、自動で１分延長し液面安定確認を繰り返し行います。 

 

 

表 10.4.1 地下タンク容量別液面安定確認時間（地下タンク減圧前） 

地下タンク容量 

[k ﾘｯﾄﾙ] 

0 を超え 

3 まで 
3～5 5～10 10～20 20～30 30～50 

50～ 

70 

70～ 

120 

120～ 

150 

安定確認時間 [分] 5 10 10 20 20 20 20 20 20 

 

 

10.4.3 地下タンク減圧後静置時間中の液面安定確認 

 地下タンク液相部に異常がない場合、地下タンク減圧後に液面が変化する要因として、地下タンク貯蔵

液の温度変化が考えられます。この試験装置は、液面が高くなった場合、貯蔵液の温度変化によるものと

判断せず、地下水等の流入と判断し基準値を超えた場合「異常あり」と判定します。しかし、液面が 0.010

㎜を超え低くなった場合、貯蔵液の温度変化と判断し静置時間を自動でやり直します。ただし、常温で蒸

気圧の高い液種は対象としません。 
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10.5 常温で蒸気圧の高い液種に対する処理 

ガソリン類、溶剤類等、常温で蒸気圧の高い液種を貯蔵している地下タンクを減圧した直後は、貯蔵液が

蒸発し液面の高さが低下します。 

この試験装置には、常温で蒸気圧の高い液種の変位測定を行う場合、地下タンク減圧後の液相部に著しい

液面高さ変化の無いことを確認する機能が備わっています。この機能を「常温で蒸気圧の高い液種に対する

液面安定確認」といいます。 

常温で蒸気圧の高い液種に対する液面安定確認は、１０分間静観した後の３分間で自動的に行います。液

面が安定していない場合は、自動で１分延長し液面安定確認を繰り返し行います。 

 

10.6 地下タンク減圧後静置時間の延長 

この装置には、すべての液種において地下タンク減圧後の基本静置中に液面が上昇した場合、静置時間

を自動で延長する機能を備えています。 

基本静置終了時の液面変位が 0.000 ㎜を超えた場合、0.005mm（測定できる最小単位）の変位量につき

基本静置時間の２／５倍の時間を延長します。従いまして、最大延長時間は、液面変位が 0.020mm 上昇し

た時で、基本静置時間の８／５倍となります。 

さらに、常温で蒸気圧の高い液種においては、基本静置時間終了時の液面変位が負の値にあっても液面

変位が上昇傾向にある場合は基本静置時間の１／５倍の時間を延長します。この場合、延長した静置時間

を終了した時点で液面変位がさらに上昇している場合は、液面変位の許容量に関係なく「異常あり」と判

定します。 
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重 要 （必ずお読みください。） 

地下タンクが基準減圧値 Pb5[kPa]または 10[kPa]の減圧状態で、地下タンク最深部に径 0.3[㎜]の貫通穴が

あり外側に地下水がある場合、静置時間内に流入する地下水により、地下タンク断面中心部で 0.025[㎜]以上

液面が上昇します。（図 10.1.1） 変位測定は、その液面変位を記録します。 

また、地下タンクの液残高より地下水が高い場合、液相部は地下水位の高さとなるため、その高さの位置を

Pb5[kPa]または 10[kPa]に減圧する必要があります。（図 10.2.1） 

常温で蒸気圧の高い危険物（液種）の場合は、蒸発による圧力低下を考慮して、7[kPa]または 12[kPa]とし

ています。 

加速度測定においては、地下タンク液相最深部に径 0.3[㎜]の貫通穴がある場合、静寂な環境で可聴できる

レベルの漏洩気泡音を発生させるために基準減圧値 Pbで 5[kPa]以上が必要です。（図 10.3.1） 

従いまして、地下タンク減圧後の静置時間中は地下タンク減圧値を厳重に監視する必要があります。 

液面変位センサー標準のフロートで試験を行う場合、地下タンク減圧値が試験装置の表示した設定減圧値の

９２％を下回ったとき試験をやり直して下さい。ただし、常温で蒸気圧の高い液種においては、圧力降下限界

値を下回ったとき試験をやり直して下さい。 

また、地下タンクを減圧する際は、できるだけ時間をかけて試験減圧値に達成させてください。目安と

して、タンク容量１ｋリットルあたり１分程度です。（タンク容量が１０ｋリットルの場合、試験減圧達

成時間は１０分となります。） 

 

※漏洩の判断は慎重に行ってくださいますようお願いします。 

試験装置が、地下タンク液相部に「異常あり」と判定した場合でも、地下タンク接続配管からの液戻りが無

いか等の確認を行い、再試験を実施してください。また、再試験の結果「異常あり」と判定し漏洩が疑わしい

場合はさらに加圧法等による点検を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*7-3）本測定器の液面変位測定では、0.025[㎜]で地下タンク液相部に「異常あり」と判定します。 

*7-4）騒音、振動の大きい環境下では、漏洩気泡音を確認することが困難となるため加速度測定を行わな

いでください。 
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図 10.1.1 変位測定時の地下タンク減圧状態（その１） 

地下タンク断面中心部 0.025 ㎜以上/静置時間 

静置時間内で流入する地下水 

（タンクの容量により静置時間は異なります） 

貫通穴 

（地下タンク最深部） 

5 または 10[kPa]の負圧状態 

液相部 

地下水 
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貫通穴 

（地下タンク最深部） 

図 10.3.1 加速度測定時の地下タンク減圧状態 

5[kPa]以上の負圧状態 

液相部 

図 10.2.1 変位測定時の地下タンク減圧状態（その２） 

地下タンク断面中心部 0.025 ㎜以上/静置時間 

静置時間内で流入する地下水 

（タンクの容量により静置時間は異なります） 

5 または 10[kPa]の負圧状態 
地下タンク液相部高さ 

地下水 

液相部 

貫通穴 



液相部ペアリークテスター判定基準 

平成 17 年 12 月 27 日 全危協評第 10-2 号 

 

１.気泡浸入による加速度測定の判定 

事前測定値（初期値）と減圧達成後（減圧時）の測定値のレベル差で判定する。 

初期値と減圧時測定値の加速度レベル差 判定 試験時間 

６.0ｄB以下 異常なし  ５分間 

６.0ｄB 超  異常あり  ５分間 

※ ただし、ヘッドホンモニターに気泡の破裂による連続音以外の音が聞こえる場合及びレベル表

示モニターが変化し不安定な場合は、再試験とし、更に５分間延長し試験を繰り返す。 

２.地下水の浸入 

判定は、事前測定値（初期値）を基準として、減圧静置時間内に液面変位量が 0.025 ㎜に達した場合異常ありとする。 

タンク容量毎の減圧静置時間は次表の通り。 

 （常温で蒸気圧の高い液種の場合は、減圧完了後液面の安定を自動で確認し、減圧静置時間に入る。） 

タンク最大容量 基本減圧値５ｋＰａ 基本減圧値１０ｋＰａ 

０から３ＫＬまで １５分 １０分 

３を超え５ＫＬまで ２０分 １５分 

５を超え１０ＫＬまで ３０分 ２０分 

１０を超え２０ＫＬまで ４５分 ３０分 

２０を超え３０ＫＬまで ６０分 ４５分 

３０を超え５０ＫＬまで ８０分 ５５分 

５０を超え７０ＫＬまで ９５分 ６５分 

７０を超え１２０ＫＬまで １３０分 ９５分 

１２０を超え１５０ＫＬまで １６０分 １１５分 

（注）減圧静置時間内に液面変位量が０．０２５㎜に達しない場合でも、液位の上昇が確認されたときは、

自動的に減圧静置時間が延長される。 

＜検査における設定減圧値計算方法＞ 

  残液量：Ａ㎜   地下水位：Ｂ㎜ 

  設定減圧値＝（（Ａ－Ｂ） ×０．０１） ＋（１０ｋＰａまたは５ｋＰａ） 

計算で最大２０ｋＰａを超えた場合は、試験不能とする。 

（注 １）減圧静置時間内は液種により必要な減圧値が確保されること。 

（注 ２）常温で蒸気圧の高い危険物（０．４ｋＰａ  ａｔ２０℃）については、あらかじめ－２ｋＰａを設定減

圧値に加算する。 
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11  添付品の取り扱いについて 

 11.1 液晶パネル用窓付きマグネットシート MF-08 

液晶パネル用マグネットシートは液晶パネルにほこりが入らないようにするために本体の液晶 

画面に取り付けてください。透明ビニールの上から液晶のタッチ操作が可能です。 

取り付けても液晶パネルは防水ではありませんので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

11.2 サンバイザー 

 サンバイザーは屋外で検査するときに液晶パネルの上に取り付けて太陽光線を遮断する時に 

 使用します。サンバイザーにはマグネットが付いていますので液晶パネルを覆うように取り 

付けてください。 

 

 

 

 

 

11.3  イヤーフォン 

  試験のため加速度変換器の音を聞くためのものです。 

  本取扱説明書２０ページ画面 14 以降の気泡音を確かめるために使用します。 

  イヤーフォン端子に接続してご使用ください。 

  イヤーフォンが故障した場合は、市販のイヤーフォンをお使いいただくこともできます。 

 

 

 

 

 

 

11.4  タッチペン (感圧式パネル用) 

  液晶パネルをタップするために使用します。液晶パネルは指でタップも可能ですが、タッ 

チペンを使用すればより繊細にタップができます。 

使用時はノックして先端を引き出してください。 
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